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１ ⼯業会のご紹介

２ 鉄スクラップの概要

（⼀社）⽇本鉄リサイクル⼯業会のご紹介

◇ 設⽴年⽉ 1975年7⽉1⽇
◇ 会員数 正会員684社（専業667、商社16、海外1）

登録事業所171事業所（専業135、商社36）
賛助会員89社115事業所 ※2026年9⽉30⽇現在

◇ ⽬的 本会は、鉄スクラップの加⼯処理業、卸売業の健全な発展を図ると
ともに、重要な再⽣資源とされる鉄スクラップの安定的な供給の確保、
地球環境の保全などに資する事業を通じて、我が国の経済発展と 豊
かな国⺠⽣活に寄与することを⽬的とする。（定款第３条）

◇ 会⻑ ⽊⾕謙介（株式会社シマブンコーポレーション代表取締役社⻑）

□ 北海道⽀部 正会員34 賛助会員7社
□ ⽀部⻑ 駒⾕ 僚（株式会社鈴⽊商会代表取締役社⻑）



注）2025年10⽉21⽇産業構造審議会イノベーション･環境分科会資源循環経済⼩委員会⾃動⾞ﾘｻｲｸﾙWG
中央環境審議会循環型社会部会⾃動⾞ﾘｻｲｸﾙ専⾨委員会 第62回合同会議資料から抜粋
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中央環境審議会循環型社会部会⾃動⾞ﾘｻｲｸﾙ専⾨委員会 第62回合同会議資料から抜粋

注）2024年11⽉25⽇GX推進のためのグリーン鉄研究会資料から抜粋



注）2024年11⽉25⽇GX推進のためのグリーン鉄研究会資料から抜粋

3 北海道の現状
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北海道内の鉄スクラップ発⽣量の内訳（２０２５年）
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注）貿易統計、鉄源年報から作成

輸出量 ︓約53万トン
輸出割合︓約53％

輸出のうち約４割（輸出量約２１万tン）が
⽯狩湾新港からの輸出



道内港湾からの鉄スクラップ輸出量の推移
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注）財務省貿易統計（税関別品別国別表（函館税関分））から品⽬コード（7204）を抽出して作成。
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⽯狩湾新港からの鉄スクラップ輸出量の推移
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（単位︓万トン）

20

0

東アジア ︓中国、韓国、台湾、⾹港

東南アジア︓ベトナム、フィリピン、インドネシア、マレーシア、タイ

南アジア ︓バングラデシュ、インド、パキスタン

13.6

15.8

6.3

10.9

（年）

バングラデシュベトナム

注）左棒グラフは、各年度の⽯狩湾新港から輸出量合計を、
右棒グラフはこのうちベトナム、バングラデシュ分を表⽰。



４ 課題と今後の取り組み

注）資源循環ネットワーク形成・拠点構築に関する提⾔ 〜再⽣材サプライ
チェーン強靭化に向けて〜 概要版（令和８年３⽉資源循環ネットワー
ク形成・拠点構築に 向けた調査事業に係る検討会）から抜粋

資源循環ネットワーク形成・拠点構築に関する提⾔
〜再⽣材サプライチェーン強靭化に向けて〜 （抜粋）

課題〜サーキュラーエコノミー①



資源循環ネットワーク形成・拠点構築に関する提⾔
〜再⽣材サプライチェーン強靭化に向けて〜 （抜粋）

注）資源循環ネットワーク形成・拠点構築に関する提⾔ 〜再⽣材サプライ
チェーン強靭化に向けて〜 概要版（令和８年３⽉資源循環ネットワー
ク形成・拠点構築に 向けた調査事業に係る検討会）から抜粋

課題〜サーキュラーエコノミー②

注）2024年11⽉25⽇GX推進のためのグリーン鉄研究会資料から抜粋

課題〜カーボンニュートラル①



注）2024年11⽉25⽇GX推進のためのグリーン鉄研究会資料から抜粋

課題〜カーボンニュートラル②

◇ 2025年(暦年)の我が国の鉄スクラップ輸出量は771万㌧(前年⽐17.9％増)となっており、国内で
流通する鉄スクラップ量の約20％(道内の場合は約50〜60％)を占め、海外輸出は当業界にとって⼤
変重要なビジネスツール。

2025年の主な輸出先をみると、ベトナムが約43％と最も多く、次いでバングラデシュなど、以前
は⼤宗を占めていた東アジアに代わり、東南・南アジアが増加傾向で、輸出先の遠⽅化が顕著。

◇ 北海道においても、年間約100万㌧の鉄スクラップが発⽣しているが、その半数以上を海外輸出に
依存せざるを得ない状況。

◇ ⼤型貨物船を活⽤した輸送の効率化、物流コストの削減は急務。
道内最⼤の鉄スクラップ発⽣地域である札幌圏を後背地とし、集荷範囲は道内⾯積の約４割に及ぶ

⽯狩湾新港を核とした取り組みが重要であり、現在、国において進めている「東地区国際ターミナル
事業」の着実な整備、早期完成が重要。

今後の取り組み①



◇ 近年、サーキュラーエコノミーの動きが活発化、我が国においても、鉄スクラップをはじめとす
る再⽣⾦属の国内資源循環の推進・強化が叫ばれ、また、カーボンニュートラルの視点でも、⾼炉
法に⽐べCO2排出量が約1/4となる電炉法に注⽬されているところ。

◇ 当業界としても、資源の地産地消や国内循環の視点から「地域(⾃国)で発⽣する鉄スクラップを地
域（⾃国）で消費することが理想」であるが、

■「中級以下の鉄スクラップ」は現状では品質管理上（トランプエレメント）の懸念がある
■国内流通は内航船能⼒に限界、トラックによる輸送も働き⽅改⾰による能⼒低下などの課題
■ 北海道など⼤規模消費地から遠い地⽅は、輸送能⼒の問題から輸出に頼らざるを得ない

など、地域毎に様々な課題や懸念がある。

◇ 循環経済やカーボンニュートラルという視点のみならず、多⾓的な視点での仕組みづくりと国家
戦略・港湾戦略が必要。

今後の取り組み②

ご清聴ありがとうございました。




